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　今の時代，生まれてから死ぬまで同じ町を離れないという人はまれだろう。修学，仕事，娯楽，
私達はなんらかの理由で隣の町，あるいは見知らぬ町や遠く離れた国へ移動する。移動の手段も多々
揃っていて，気軽に出掛けることができる。場合によっては日々旅行という人もあるだろう。交通
手段の発達や道路状況の整備等で，私達の一日の行動範囲は飛躍的に拡大し，徒歩や馬でしか移動
できなかった時代には考えられなかっただろうが，今でははるか地球の反対側までいけるようにな
った。
　それでは，16世紀のヨーロッパはどんな状況であっただろうか。修学，商売，修業，巡礼等で町
から町へ移動する人はあったが，娯楽で町を離れる人はいなかった。なぜなら，町の外へ出るとい
うことは危険極まり無いことだったからだ。一番の危険は強盗だっただろう。また，交通手段や道
路の整備などもあったものではなく，一日の移動距離はその日の天候に大きく左右されることもあ
った。そんな中で一日の行程を終えて，その日の疲れを癒す宿に着いたときにはどれだけ心が休ま
ったことだろうか。しかしながら，宿の主人の客あしらいや居合わせた客によってはここも安心で
きる場所では無かったかもしれない。そのような状況は，その時代の文献や文学作品から少しずつ
垣間見ることができる。1539年に書かれたハンス・ザックスHans　Sachs（1494～1576）の謝肉祭劇
「5人の哀れな旅人たち」Ein　faβnacht－spil　mit　sechs　personen，　und　wirdt　genandt　die　fUnff
armen　wandererもそのような作品の一つである。1｝
　底本にはHans　Sachs．　Hrsg．　von　A．　v．　Keller　und　E．　Goetze．26Bde．　TUbingen　1870－1908．　Nachdruck，
Hildesheim　1964を使用した。（以下，　KGと記す）
1）この作品の創作年については，1559年と記されている場合もあるが，ここではザックス自身の手による総索引と，
　それをもとにした謝肉祭劇作品番号を参考に1539年とした。
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　ここに登場するのはタイトルの通り，5人の哀れな旅人と宿の主人である。5人1の内訳は車力，
行商人，乞食僧，騎士，ジプシーkarrenman，　kramer，　mtinnich，　reuter，　ziegeunerで，彼らは
それぞれ自分たちがいかにみじめで苦労をしているかを宿の主人に訴える。というのも，寛大な宿
の主人の計らいで一番哀れな旅人に宿を貸し，上等の食事と寝具を用意し，朝になれば三文（drei
patzen）を恵んでくれるからである。宿の主人が最初にその旨を述べると，早速車力が現れて自分
の苦労話を始める。車力の苦労は道路状況の悪さに起因する。雨が降れば道はぬかるみ，車輪を取
られるばかりか車ごと転倒することもあり，馬も人も泥だらけになってしまう。また，馬が病気に
なれば別に費用が掛かる。そんなこんなで借金がかさみ，自分こそが惨めな旅人だという。そこに
行商人が割って入って，この車力は大酒飲みで怠け者だということを暴く。行商人の言い分は，細々
したものを持って教会開きを探して村々を歩き回っても，商品の額が小さいだけに見入りはよくな
く，挙げ句の果てには追剥ぎにあって稼ぎを取られてしまうこともある。すると乞食僧があらわれ，
行商人がいかにいかさまをしながら商売しているかということを明かす。乞食僧がいうには，托鉢
をしながら百姓からも馬鹿にされ，修道院に帰れば貰いが少ないと叱られる。修道院でのお勤めも
苦労の連続である。その後騎士が来て，乞食僧も実は裏で色々といい思いをしていることをばらす。
騎士の苦労は，今では仕える主人がいるわけでもなく，働き口もなく旅から旅へさすらわなければ
ならないこと，さらに馬さえ死んでひどい服装で歩いていると百姓や町人からも相手にされず，宿
の主人からも無視される始末。そのように騎士が訴えているところヘジプシーがやって来て，酒，
女，博打好きの騎士ならば貧乏は当たり前で，そのうえ始末の悪いことに追剥ぎまですることがあ
ると言う。このジプシーがいうには，どこへいっても人間扱いされず，今では占いもはやらずどん
底の生活を強いられている。すると，最初の車力がこう口をはさむ。ジプシーというものはうそつ
きで盗人で，人から騙しとった金で財布はふくらんでいるはずだ。今まで全てのことを聞いていた
宿の主人は，皆の言い分をそれぞれ承知して結局全員に宿を貸し三文を渡すと約束して一件落着と
なる。
　ここに登場する旅人たちは皆放浪することを強いられている者たちである。そこにはそれぞれの
苦労があって当然であるし，その時代の旅の苦労を端的に表しているともいえるだろう。ただ，こ
の作品のおもしろさは彼らがいかに惨めであるかというよりも，彼らの使い分ける本音と建前にあ
る。見た目にはひどい目にあっていそうな人々も，実際のところは本人に働く意志がないから最低
の生活を強いられているか，あるいは，町人にはあまり目につかないところでうまくたちまわって
いるということをザックスはお見通しのようだ。市門の中にいる町人は，自分達よりも低い身分で
あるために彼らがひどい生活をしているのはわかるが，実際のところどれだけ稼いでいるかはよく
は知らない。しかしながら，彼らのずるい手口を目の当たりにする機会は十分あった。そのような
了解があったからこそこの作品の妙味があったのだろう。言い換えれば，謝肉祭劇の観客である町
人にはまったく関係のない世界であり，彼らの対極にいる人々の話しなのだ。しかしよく見てみる
と，惨めな旅人を二つのグループに分類することができることに気付く。定住者と非定住者の二っ
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にである。車力と乞食僧は町から町へと渡り歩かねばならないにせよ，帰る場所がある。乞食僧に
至っては，最下層の身分とはいえ，まがりなりにも聖職者のはしくれである。それに比べて行商人，
騎士，ジプシーには決まった家がない。行商人は放浪しなければ仕事にならないがゆえに定住でき
ない。騎士の場合は仕事がみつかった時点で生活はある程度保証されるが，いつおはらい箱になる
かもしれない。また，放浪を始めるといつその生活が終わるかもわからない。ジプシーはここでは
少し例外的存在かもしれない。なぜなら，彼らは定住をしたくてもできないというのではなく，定
住すること自体を拒否しているからである。それでは，この中で一番惨めな旅人とは一体誰なのだ
ろうか。
　そもそも，一番惨めな人々，最下層民とはどんな人々を指していたのか。中世後期における世界
は身分の同じ人々の集まり，いうなれば身分共同体が基本となって層のように社会を形成していた。
そこで最下層民も共同体に属する者と，属さない者とに分類できるという。2）第1のグループは，共
同体に属さない大道芸人，乞食，浮浪者，ジプシー，宗教的異端者や異教徒など。第2のグループ
は，共同体とその住民に奉仕する治安維持の下級官吏と公共サービズに従事する職業。死刑執行人，
門番，夜警などと，墓堀人，道路清掃人，皮剥ぎ人，粉屋，風呂屋，羊飼いなど。そしていずれに
も属さない第3のグループには麻織布工などがいた。死刑執行人，墓堀人，夜警などは死と関わる
職業として，皮剥ぎ人などは動物との，あるいは道路清掃人，風呂屋，粉屋などは大地，水，火と
の関わりにおいてその賎民視されるようになったいきさつがうかがえるという。3》中世においては，
自分の属する小さな集まりである共同体を小宇宙，それをとりまく人間の力の及ばない自然を大宇
宙というように世界を二元的にとらえていた。大地や土は，生物を作り育てる不思議な霊力に満ち
た大宇宙の要素であり，水や火は，大宇宙に由来する制御しがたく神聖で神秘的なものであった。
また，汚物や糞尿さえも汚れたものではなく，生命の源泉とみなされて呪術師が治療に用いたりし
た大宇宙の要素の一つであった。そして，野獣はデモーニッシュな大宇宙の生物で，家畜も死んだ
後は大宇宙へ戻ると考えられた。これらの大宇宙の要素を相手に仕事をする者は特別な能力を備え
ているとみなされ，畏怖のまなざしで見られていたのだ。が，キリスト教会の出現が人々の宇宙観
を決定的に変えてしまった。キリスト教の，天上では神を，現世では教皇を頂点とした一元的なヒ
エラルヒーを浸透させるには，それ以前の二元的宇宙観は邪魔であり，異教的な考えですらあった。
これを排除するためにキリスト教会は死，大地，水，火などから神秘的な力を剥ぐこと，つまり迷
信等の切り崩しを行った。その結果，伝統的思考と教義の間を揺れ動いていた人々も，畏怖の対象
であった職業を賎視の対象とみなすように徐々に変化していった。こうしてみると，共同体の形成
にともなって蔑視され始めた第2，第3のグループに対して，第1のグループは古くから賎民視さ
れていた。つまり，職業による身分共同体からもともとはみ出していた存在であったため，その他
2）藤田幸一郎『手工業の名誉と遍歴職人』未来社　1994年
3）阿部謹也『中世賎民の宇宙』筑摩書房　1990年　216頁。
58頁以下。
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のグループの人々も共同体ができる以前からいたにせよ，共同体が作られた時点で徐々に最下層の
仕事とみなされていったのに対し，いつまでたっても第1のグループは共同体社会に組み込まれる
ことがなく，共同体には不必要な存在となっていった。この第1グループの賎民に関していえば，
ザックスの謝肉祭劇に第1のグループに属する乞食を登場させた作品がある。これはいわば「5人
の哀れな旅人たち」の姉妹版ともいえる作品で，やはり宿屋が舞台となって色々な人々が自分がい
かに苦労しているかを披露しあうのである。登場人物には弱冠の違いがあり，僧，農民，職人，傭
兵，乞食，そして宿の主人である。ここではこれらの登場人物が全員自分の惨めさをなげくところ
から「6人のこぼし屋」Ein　faβnacht－spiel　mit　sechs　personen　und　heist　die　sechs　klagenden．
（1535）というタイトルがっいている。この乞食の言い分を聞いてみると，何処へ行っても追い出
され，泥棒扱いをされ，誰からも嫌われる，どんな季節にも放浪を強いられている，ということら
しいが，結局百姓に，働く必要もないし，世間体を気にすることもない，お金がいるときは病人の
真似をしたり，身体が不自由な振りをして結構儲けている，と反論される。実際のところ乞食がい
くら儲けていたか，そのような記録はないのだが，中世初期や盛期においては乞食はなくてはなら
ない存在であったことは確かである。キリスト教会は伝道を開始するにあたって自らまず乞食や貧
民に施しをする一方，人々に喜捨や貧者保護の必要を訴えた。教義によれば，貧者，乞食に助力の
手をさしのべることはキリスト教徒の勤めであり，自分の霊魂の救いにとって決定的に重要なこと
であった。彼らに施しをすることは善行を積むための一っの手段であったためである。4）乞食はそれ
自体職業として認められていたのだ。しかし，15，16世紀になって事情は変わってきた。乞食があ
まりにも増え過ぎたのである。百姓が言っているように，病気の振りをしたり，他の乞食仲間から
子供を借りてきて子だくさんであるかのようにみせかけ，子供達への哀れを誘い施しをせぴったり
した。さらに彼らは町の美観を損ねるうえ，治安面でも問題があった。特にニュルンベルクは管理
的な措置で乞食を制限しようとした最初の都市だった。5》そのため，ザックスの時代には乞食は相当
風当たりの強い，厳しい立場にたたされていたといえるだろう。浮浪者ということではジプシーも
似たり寄ったりだが，彼らに対する蔑視はかなり根深いものであった。一目で異国人とわかる風貌，
その独特の習俗，また彼らの強い共同体意識，放浪癖からどの土地にいってもその国の人と交流す
ることがなかったために，彼らは迫害され続けた。それは彼らがヨーロッパに現れてから20世紀に
なるまで続いた。6）
　このようにしてみると，ザックスは一番惨めな者を最後に登場させていたようだ。それ以外の車
力，行商人，乞食僧，騎士といった人々に関してはやはり登場順に悪い境遇になる，あるいは町人
4）阿部謹也『中世を旅する人々』平凡社　1990年　175頁。また，イルジークラー／ラゾッタ　藤代幸一訳『中世の
　アウトサイダーたち』白水社　1992年　によれば貧者もキリスト教社会に組み込まれていたという。
5）イルジーククラー前掲書　31頁。
6）阿部謹也『中世を旅する人々』161頁以下。
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から見てそのように思える順になっていたのだろう。ということは，ザックス自身が町を訪れる放
浪者を見てそんな感想を持ったのだろうか。ここで思い出されるのは，ザックスが靴屋の親方であ
ったということだ。親方であるということは，当然のことながら様々な修業を経て，一人前に独立
したということである。つまり，彼自身も遍歴の旅にでてあちこちを放浪したことがあるのである。
そこで，彼にとっての放浪とはどんなものであったのか，足跡を辿ることにする。
　仕立て屋の親方の息子であったザックスがラテン語学校を卒業したのは1509年で，彼が15才の時
のことでありこの年に靴屋に弟子入りをした。ここでラテン語学校について少々補足しておくと，
大学入学以前のあらゆる教育段階を含む総合的な教育機関であった。7｝ザックス自身が後にその自
叙伝的な詩の中で記しているように，論理学，文法学，修辞学はもちろん，天文学や幾何，音楽ま
でも学び，この学校を卒業した時点で，教養の基本的部分はほとんど修めたといえるだろう。この
ような下地があって徒弟の問に亜麻織り親方のヌンネンベックに師事を仰ぎ，職匠歌の勉強も始め
る。その2年後の1511年に彼は職人として，また職匠歌人としての修業の旅に出る。彼が最初に訪
れたのはレーゲンスブルクで，職匠歌の師であるヌンネンベックの推薦状を持って職匠歌人の組合
を訪ねている。そこに2，3か月滞在した後，パッサウへ向かう。その後オーストリア側のイン川
沿いのブラウナウに入って，そしてリート，ヴェルスBraunau，　Ried，　Welsに行く。このヴェル
スにいた1513年にザックスは，職業のかたわら詩作に励む決心をしたらしい。そのことは，1536年
に書かれた”Ein　gesprach，　die　neun　gab　Muse　oder　Kunst　G6ttin　betreffend”と題された
Meisterliedから明かになっている。また，ブラウナウ，リートでは職匠歌の新しい”Ton”を生み
出している。それから，ハル，Hal1を経てザルツブルクに至る。ザルツブルクには良質の靴製造技
術と，評判のよいMeistersingschuleがあり，さらに製本業も盛んでザックスにとって得るところの
多い町であった。この製本業にはかなり興味をそそられたらしく，後にこの思い出がザルツブルク
賛歌を書かしめた。実際のところ，町の賛歌を書くことが当時流行していたという事情にもよるら
しい。ザルツブルクを出た後は，ブルクハウゼン，オッティング，ランツフートBurghausen，◎tting，
Landshutを経由してミュンヘンに到着する。この頃には資金も底をつき，宿の主人が出したワイン
の代金も払うことができず，上着を担保にさせられたが女将の計らいで詩作することにより上着を
取り戻すことができた。このことも，彼が後の詩に記している。その後，Meistersingschuleに出入
りするようになり，彼の新しい職匠歌のトーンやメロディーが認められ，それらはその学校のテキ
ストにも載せられた。そしてそれ以上に，1514年の春から1515年の春までの一年間の滞在中にミュ
ンヘンが彼にとって忘れられない町となる出来事が起きた。恋人の出現である。彼にとっては真面
目な恋愛であったが，遍歴修業の身で妻帯など許されるはずもなく，そのうえ故郷の父にこの事が
7）渡辺茂「ドイツ宗教改革」聖文社　1978年　294頁以下。中世の学校教育は全て教会や修道院の管理下にあったた
　め，宗教的授業も多くあった。ヴルガータ聖書の暗記や賛美歌，教会暦など。また，ラテン語を通じて古典文学
　作品に触れる機会もあった。
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知れてしまい，ザックスは父から手紙を受け取る。そこには恋愛にうつつを抜かしているようなら
ば，今後資金援助も打ち切るのでさっさとニュルンベルクに戻れ，という内容のことが書かれてい
た。これには彼も応えたらしく，修業を続けるために恋人と別れざるを得なかった。このザックス
のミュンヘンでの行いがニュルンベルクの父に知れるという，その情報網の存在に驚かされる。悪
事千里を走るということか。そして，彼は傷心のうちにヴュルツブルクへ向かい，そこからフラン
クフルト　アム　マイン，さらにはライン川を下りケルン，アーヘンを経た後，ライプツィヒを経
由してニュルンベルクに帰郷した。最初に故郷を離れてから5年の歳月が過ぎていた。8）ベルンシュ
タインに拠れば，ザックスの遍歴における最大の経験は，詩人になる決心をしたことと恋愛，失恋
を経験したことにあるという。9）また，その後ほとんど故郷を離れることがなかったザックスにとっ
てこの5年間の経験は計り知れない値打ちがあった。上述したように旅先の経験を元に，後年にな
って詩作をすることが多々あったし，旅の途中の路上や宿で様々な層の人々と一緒になることがあ
り，まさにジプシーや遍歴学生，傭兵といった放浪者を目の当たりにする機会があったのである。1°）
彼には職人組合はもちろん，職匠歌を通してのつながりがあって優遇される時もあっただろうが，
彼自身が述べているミュンヘンでの出来事を述べるまでもなく，安宿に泊まらざるを得ない場合も
あり，彼は名誉ある職人の世界と，不名誉な人々の世界の両方をそれぞれ別の意味で身近に感じた
に違いない。
　ザックスの遍歴の旅の思い出は，「5人の哀れな旅人たち」の中で宿の主人の言葉となって直接表
れている。”Ich　erkenn　ewr　noth　bey　der　meinen／Weil　ich　meimhandwerck　nach　thet　wandern／
Creutzweiβvon　eim　land　zu　dem　andern，／Ward　ich　offt　helich，　mtid　und　schwach／Fro　war
ich，　wann　ein　stadt　ich　sach，／Und　wurd　auch　offt　irr　auff　der　strassen，／Gieng　den　wolff　und
an　fUssen　plassen／Fand　offt　lang　hett　erspart／Dahin　gieng　geltlich　und　die　kleider＿”ll）（私
の場合を見てもおまえさん方の苦しみは分かります。というのも私も職人で放浪の旅に出て，国か
ら国へと縦横に歩き回って，ひどく疲れて弱ってしまったものです。町が見えるとそれは嬉しかっ
た。道に迷うこともしょっちゅうで，ひどいめにあっては足を痛めていました。厳しい親方の言う
ことにいつも長いこと堪え忍び，時間をかけて貯えたものも使い果たし，金も着物もなくなりまし
た。－t）彼の苦しい旅の様子の一端をうかがい知ることのできる言葉であるが，ここでは彼の遍歴
の旅の思い出の部分よりも，この宿の主人の寛容さも注目に値する。上記の台詞は劇の締め括りの
8）ザックスの遍歴に関しては，Rudolph　Gen6e：Hans　Sachs　und　seine　Zeit．　Leipzig　1894．の第2章に拠るとこ
　　ろが大きい。
9）Echkhard　Bernstein：Hans　Sachs．　Hamburg　1993．　S．28．
10）Bernstein，　ibid．　S．26．
11）KG　9，　S．22．この部分に関しては，ベルンシュタインも「ザックス自身がノスタルジーに曇らされることなく
　遍歴の様子を描いている」と述べている。
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言葉の一部であるが，その前にも一番貧しい者に部屋を貸し，その上小遣いまで渡すという計らい
は普通に考えれば，破格のことである。もちろん，その当時にも宿にはランクがあったが，それで
もなお行商人や貧民が宿をみつけるのは容易なことではなかった。当然のことながら，素性のきち
んとした旅人の方が，宿を見付けやすかった。放浪者である彼らは，いい意味でも悪い意味でも運
び屋であった。品物や情報を運ぶこともあったが，病気や犯罪をももたらしたのである。また，彼
らに相応の宿がみつかったとしても出てくる食事や寝具が満足のいくものとは限らず，かなりひど
い状況のところもあった。宿の主人はザックスの時代になると市当局とつながっていて，泊まり客
がどんな人間かを知り，それを届け出る義務があった。12）犯罪者や異教徒，ジプシー等は町に入るこ
とも許されない存在であった。さらに宿の中では主人の言うことは絶対であり，どんなにひどい仕
打ちを受けてもそこに泊まるつもりなら耐えなければならなかった。ただし，夜中になる前に宿を
飛び出した場合は宿賃を払わずに出ていくことができた。しかし，そうしたからといって別の宿が
みつかるわけでもなく，町の通りで一夜を明かさなくてはならなかった。季節によってはそれは自
殺行為に等しい。こうしてみると，この宿の主人の寛大さはザックス自身を反映している部分があ
り，そこからザックスの放浪者へのまなざしがうかがえる。確かにこの作品に登場する放浪者達は
共同体からはみ出した者ばかりではあるけれども，ザックスは彼らの惨めさを強調してそれに対し
て優越感を持つのではなく，彼らの本音と建前を許容した上で旅の苦しみを味わったことのある者
として，少なからず彼らの苦労への理解を示しているのではないか。よく謝肉祭劇の風刺の対象に
なる聖職者，ここでは特にカトリックの僧がその欺隔を暴かれる場面がこの作品の中にも登場する。
確かに彼らの好色と飽食を並べたてルターの教えとは大違いであることをあげつらっていてそれは
それで痛烈な風刺にはなっているが，これとて筋立ての一部であって彼の不謹慎な行状だけがクロ
ーズアップされているというわけではない。また，この宿の主人が冒頭で”Wann　Gott　kan　es　gar
wol　ersprdsen，／Dieweil　und　ich　mich　thu　erparmen／Uber　die　elenden　und　armen．”13）（私が哀
れな者と貧しいものを憐れんでいる間は，神様はちゃんとうまくいくようにしてくださる。）と述べ
ているのは，ザックスのこれらの者への信条的な態度ともとれる。
　しかしながら，ザックスのそのような思い入れがあったとしても，それは彼個人の経験からくる
ものであって，劇を見る観客達とは関係のないことである。観客達の中には実際に放浪者達と接し
たことで苦い思い出を持つ者がいたとしてもおかしくはない。そんな経験を持った者にしてみれば，
町の外からやって来る放浪者の類いはうそつきばかりで，この劇のおもしろさは放浪者の惨めさと
彼らの虚を突いたところにある，ととるほうが普通であろう。また，彼らと間接的にしか接したこ
12）Hans　C．　Peyer：Von　der　Gastfreundschaft　zum　Gasthaus．　Studien　zur　Gastlichkeit　im　Mittelalter．
　Hannover　1987．　s，23．この規則は宗教改革を境に強化された。
13）KG　9，　S．12．
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とがない者にしても彼らのうさん臭さは十分感じているだろう。そのような共通の意識があるから
こそこの劇の妙味が生きてくるのだから。つまり，ザックスがこの劇を通して，放浪者に対して寛
容になるよう観客達にアピールしているわけではないことは明かである。彼が貧民である放浪者に
悪意を持っていない以上，彼らの本音と建前のおかしさを表現することや，彼自身の気持ちを表す
こと以外に観客達に対する何らかの意図があったのではないか。そこで，謝肉祭劇の観客について
考えてみよう。
　先にこの劇の観客は町人だと書いた。町人というのは都市住民の区分においてはどのような職業
の人々を指すのか。16世紀のニュルンベルクはザックスが町への賛歌で書いたように，ドイツの一
大商業都市だった。一大都市といってもその当時の基準で言えばの話しで，人口は2万人余りだっ
たといわれる。しかしながら，ドイツ最大の都市であったケルンが人口3万人だったことを思うと，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　バトリチア－トこれは十分に立派な数字であるといわなければならない。14）この町の担い手は都市門閥と呼ばれる
上層民たちであった。彼らの職業は主に遠隔地商人で，ドイツ国内はおろか，ヨーロッパ中を股に
かけて大規模な商業を展開した。彼らは金の流れを牛耳っていただけでなく，学問や政治にも深く
関与していた。この上層民の下に，手工業者や小売り商人といった人々がいた。手工業者にも様々
な職種があり，貧富の差もあった。彼らの下に私的に雇用される奉公人，日雇い労働者，さらには
手工業者のところで働く徒弟もこの範疇に含まれていた。そして，前述したように共同体に雇用さ
れ，共同体に奉仕する労働者や共同体自体からはじき出された最下層民が続いた。ザックスは靴屋
の親方であったから当然手工業者であり，それゆえ，ここで謝肉祭劇の観客と目されるのは手工業
者，小売り商人以下の中，下層の人々だった。そして，彼らを総称して町人ということができるだ
ろう。
　都市の繁栄にともない人の出入りが激しくなるにしたがって，この恩恵に浴する上層民以外の
人々はいたはずである。ニュルンベルクは他の，たとえばリューベックなどとは違い，町の商業活
動に関する制限を取り除いてしまった都市の一つであった。ヨーロッパ中の品物や原料を携えて外
から商人達が集まって来たが，その一方で集まるのは品物や金や商人だけではなかった。乞食など
の放浪者もこの町を目指したのである。そのため，ニュルンベルクが早くから乞食を規制する市の
条例を発令したことはすでに述べた。貧者の外からの流入にあわせて，ドイツ中の多くの都市で町
の貧困化が進んだ。この財産のない貧しい住民が町の人口の50％を占めるところもあったほどだ。15）
ニュルンベルクにはそのような記録は見られないので，それほどひどい状況ではなかったと思われ
る。それよりも商業活動の活発化にともなう都市住民の富裕化の方が顕著であったのだろう。しか
14）プリッツ・レーリヒ　魚住昌良・小倉欣一訳『中世ヨーロッパ都市と市民文化」創文社　1986年　97頁。
15）Evamaria　Enge1：Die　deutsche　Stadt　des　Mittelalters．　MUnchen　1993．　s．223．
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しながら，市内に私有の財産を持つ者には関係のない話しであろうとも，下層民以下の人々にはほ
んの少しの変化でも深刻な事態をもたらすことになりかねなかった。というのも，「不名誉」とされ
た人々と一般の日雇い，奉公人との問には実質的な差はほとんどなく，両者の境は流動的なもので
あった。日雇い，奉公人は政治的，法的にみても乞食やさらに身障者のような働きたくても働けな
い者，また最初から働く気のない者と同等の扱いを受けていた。その上，彼らは「不名誉な」犯罪
者，娼婦，放浪者などの予備軍をなしていた。且6）いくら共同体の一員とはいえ，彼らはかなり不安定
な立場にいたといえる。
　そのような状況の中に徒弟や職人が入っているのは少々奇異に思える。なぜならば，手工業者の
職人組合，いわゆるツンフトに加入するためには厳しい条件にパスしなければならなかったかちだ。
それらを以下に列挙して見ると，①キリスト教徒であること，②結婚によって生まれた嫡出子であ
ること，③犯罪の経歴がなく品行方正であること，④共同体の定住民であること，そして最後に共
同体に依存し，共同体員に奉仕する従属的労働ではなく，自分の力によって独立の職業を営むこと，
とある。最後の条件は独り立ちして親方になる際に課せられる条件であるからここでは問題にしな
いが，それ以外の条件は手工業者に弟子入りする時にすでに問われるべき事柄である。すなわち，
これらの条件をすべて満たしているような者は「不名誉な人々」ではないはずだ。それでもなお，
両者の境が明確でなかった理由は何か。　　　　　　　　　　　　　’
　ここでもう一度，遍歴職人の問題に立ち返ってみよう。ザックスが2年間の徒弟期間を終えて5
年の遍歴の旅に出て，帰郷後晴れて親方になれたことはすでに述べた。このようにドイツにおいて
はほとんど全域に，またあらゆる職種の手工業に15世紀末に遍歴強制が導入された。ただこれはヨ
ーロッパのどの国でも行われていたというわけではなく，フランスの一部の例外を除いて，ほとん
どドイツ特有の制度であった。遍歴というと，諸国を巡っての自己教化，技術向上のための修業の
手段と思われがちだが，内実は別のところにあった。ツンフトによってその権利を守られていた手
工業者たちは，才能さえあれば独り立ちができて立派に仕事を行なえる，とみなされていた。その
ような雰囲気があったことも事実だが，15，6世紀になりツンフトの閉鎖性が強化された。その理由
は，親方の数が増え過ぎて飽和状態になってしまったことにある。親方がいる限りその仕事を手伝
う徒弟や職人は必要だったが，修業を終えた職人をすぐに親方に昇進させることが困難になった。
そのため，親方への昇格を延期，ないしは阻止するために遍歴という制度が強制されたのであるe17）
遍歴を終えても親方になれるチャンスは少なくなり，万年遍歴職人という者さえでていた。そのよ
16）藤田　前掲書　66－67頁。
17）藤田　前掲書　146頁。阿部の『中世を旅する人びとjによれば，この遍歴制度によって一つの都市にドイツ全域
　　と国外から職人が集まり，それにより互いの言語・習慣を学び，様々な伝説やメルヘンを交換して，文化の共通
　の基盤形成に役立ったというポジティブな面もあったという。
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うな状況があったことを考慮すると，いくら名誉ある親方の徒弟として共同体の中に組み込まれて
いたとしても，彼らにとってはいつそこからはじき出されるかもしれないという不安と背中合わせ
だったことになる。
　　徒弟や職人を雇う側にいたザックスも，そのことは十分承知していただろう。ちょうど謝肉祭劇
の上演にはこの職人達が不可欠であった。ザックスはそんな彼らに，放浪者になってしまってはこ
んなに惨めで苦労がたえないのだ，自分達の大変さも彼らに比べればたいしたことはない，と声援
を送っていたのではないか。放浪者と背中合わせの存在でも，彼らを笑うだけの余裕を持つように
励ましていたようにも思える。このザックスの両方の貧者への慈愛のまなざしは宗教改革と無関係
ではないと思うのは，私だけではないだろう。
Hans　Sachs　und　die　Wanderer
　　Hans　Sachs　schildert　die　Wanderer　in　einigen　Fastnachtspienlen，　z．B．“die　fUnff　armen
wanderer”．　Sie　sind　die　guten　Personen　in　den　Fastnachtspielen，　weil　sie　die　Unansassigen　in　der
Stadt　sind，　ntimlich　die　Niedrigeren　als　der　Pδbe1．　Meistens　hielt　man　sie　fUr　Verbrecher，
deshalb　wurden　sie　beim　Eingang　in　die　Stadt　kontro11iert．
　　Hans　Sachs　aber　stellt　sie　nicht　als　lastige　Kerle　dar．　Sie　sind　die　Armen　und　Elenden．　Als
Sachs　jung　war，　wanderte　er　atich　in　viele　Stadte．　Auf　dem　Wege　muβer　vielen　Wanderern
begegnet　sein，　die　mit　ihm　MUhen　und　Sorgen　haben　teilen　k6nnen．　In“die　fUnff　armen
wanderer”versteht　der　Wirt，　was　alle　Wanderer　gesagt　haben，　obgleich　jeder　die　Anstrengung
Ubertrieben　oder　mit　LUgen　ausgeschm廿ckt，　erztihlte．　Es　scheint，　daβsein　Groβmut　den
Ursprung　in　den　Wanderjahren　von　Sachs　hat．
　　Anderseits　ist　es　unbestritten，　daβSachs　dieses　Fastnachtspiel　nicht　fUr　die　Wanderer
schrieb．　Die　Zuschauer　dieser　Spiele　waren　die　mittleren　oder　niedrigen　StadtbUrger．　Wie　oben
erwahnt，　konnten　sie　auf　die　Wanderer　herabsehen，　deshalb　freuten　sie　sich　Uber　ihr　Elend．
Zwar　waren　die　reicheren　Leute　in　der　groβen　Stadt　wie　in　Ntirnberg，　aber　es　gab　die
Unterschichten　selbstverstandlich　auch．　Es　war　der　wesentliche　Unterschied　zwischen　den
Unterschichten　und　Wanderern，　ob　sie　seβhaft　in　der　Stadt　waren．　Aber　die　Unterschichten
wuβten　nicht，　wann　sie　arbeitlos　wurden，　obwohl　sie　das　Privileg　hatten，　in　der　Stadt　wohnen
zu　k6nnen．
Ferner　gesagt，　wurden　die　Fastnachtspiele　vol　den　Gesellen　gespielt，　die　man　fUr　die　Niedrig・
sten　hielt．　Darum　eben　dUnkt　mich，　daβSachs　durch　dieses　Spiel　die　armen　Gesellen　angespornt
hatte．
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